
私は、「note」というメディアのプラットフォーム
を活用して、さぬき市で活動されている方々にインタ
ビューをさせていただき、記事の作成を行っています。
地域外から人を巻き込みたいがどうすればいいか

わからないなど、関わり方等のご相談も受け付けて
いますので、ぜひ公式LINEに直接お問い合わせく
ださい。 【問】政策課　☎（087）894-1112

さぬき市地域おこし協力隊の岡本菜那です！

LINEnote

【問】危機管理課　☎（087）894-1115

我が家の防災・減災への備え　～要配慮者の避難と支援～

「防災出前講座」を行っています。「時間・場所・人数」問いません。
担当職員が出向き、ご希望の内容でお話しいたします。お気軽にお問い合わせください。

ネット通販で、1回限りの購入のつもりが定期購入だったという相談が寄せられています。あらかじめ定期購
入が選択されているサイトや「定期縛りなし」という記載が「いつでも解約できる定期購入」を意味する通販サイト
もあります。注文前に最終確認画面や解約方法などを確認し、スクリーンショットで保存しておきましょう。
困った時は一人で悩まずに、東讃県民センター（☎（0879）42-1200）または香川県消費生活センター（☎

（087）833-0999）にご相談ください。局番なしの「188」（いやや）でも通じます。
【問】商工観光課　☎（087）894-1114

くらしのワンポイントアドバイス ネット通販の定期購入トラブルにご注意！

さぬき市では、社会福祉協議会や市内の福祉委員の方々と協力して「災害時の逃げ遅れゼロ」を
目標にして、避難行動要支援者「個別避難計画」の作成に取り組んでいます。

【問】国保・健康課（健康係）　☎（0879）26-9908

【問】国保・健康課（健康係）　☎（0879）26-9908

麻薬、覚せい剤、大麻、シンナー、危険ドラッグなどの薬物は、使用した人の健康上の問題にとどまらず、犯罪や交
通死亡事故など社会にも大きな影響を与えます。
一人ひとりが薬物について正しく理解し、薬物乱用を許さない社会環境をみんなで作りましょう。

などが大切です。
薬物の危険性は身近にあり、自分には
関係ないことと思わずに気を付けること

誘われても断る勇気
を持つこと

一人で悩まないで誰かに
相談すること

●薬物乱用を防止するためには

●薬物乱用の問題で困ったときの相談窓口
香川県警察本部
警察総合相談
#9110

香川県警察本部
少年課
少年相談電話
☎（087）837-4970

四国厚生支局
麻薬取締部
「麻薬・覚せい剤」相談電話
☎（087）823-8800

香川県
精神保健福祉センター
こころの電話相談
☎（087）833-5560

香川県健康福祉部
薬務感染症対策課
薬物相談電話
☎（087）832-3300

要配慮者とは、災害時に手助けが必要な、高齢者・障がい者・乳幼児・妊産婦・外国人の方々で、中でも迅
速な避難にお手伝いが必要な方を避難行動要支援者といいます。日頃からの交流で災害時の支援につなげましょう。

●

●

話すときは、口をハッキリと開け、相手
にわかりやすいようにする。
手話、筆談、身振りなどの方法で正確
な情報を伝える。

耳の不自由な方

話すときはやさしい日本語で話しかける。
身振り手振りで話しかけ、孤立させない。

外国人
●
●

階段では二人以上が必要。 のぼりは前
向き、下りは後ろ向きにして移動する。
介助者が一人の場合、ひもなどを用意
し、おぶって避難する。

肢体の不自由な方(車いす)
●

●

声をかけ情報を伝える
誘導する場合は、杖を持った手のほう
には触れず、ひじのあたりを軽く持って
もらい半歩手前をゆっくり歩く。

●
●

目の不自由な方
おぶって安全な場所まで避難する。
複数の介助者で対応する。
家族や障がいを理解した親しい介助者
が対応する

●
●
●

高齢者･病人・発達障がい者

やさしい日本語に置き換えて伝える

避難している 逃げている

リセットセミナー参加者募集
生活習慣病を予防し、健康に過ごすための講座です。
参加希望の方は、お電話または右記QRコードからお申し込みください。

【問・申】国保・健康課（健康係）　☎（0879）26-9908

日　　時 内　　容 講　　師
11月11日（火）
13:30～15:00①

② 11月26日（水）
13:30～15:00

「エネルギー消費量アップ」
・ストレッチ＆ウォーキング

「今の状態を確認してみよう」
・ベジメータ、骨密度、体組成計での測定

健康運動指導士
中村麻紀 先生
保健師

管理栄養士

↑医療情報ネット
　はこちら

①B＆G体育館　②寒川庁舎3階会議室開催場所
11月4日（火）申込期限 8：30～17：15（土日祝日除く）受 付

↑お申し込み
　はこちら

10月･11月は『麻薬・覚せい剤乱用防止運動期間』です

私たちの健康を守るため、薬はなくてはならないものです。
この機会に、薬との上手な付き合い方を考えてみませんか。

「お薬手帳」を持ち、1冊にまとめましょう。
医師や薬剤師が薬の飲み合わせや重複、副作用やアレルギーなどをチェックしてくれます。また、普段からお薬
手帳を持ち歩くと、災害や旅先などでは服薬状況が分かり、適切な治療が受けられます。

「かかりつけ薬剤師・薬局」を持ち、分からないことは相談しましょう。
薬の情報をまとめて管理してもらえるので、効果的な治療につながります。

ジェネリック医薬品（後発医薬品）を利用しましょう。
有効成分は同じで、効き目に違いはありませんが、低価格の薬です。

「残薬」は薬剤師に相談しましょう。
薬剤師に相談すれば、薬が残ってしまった原因や正しく服用できる方法を一緒に考え、
残薬を捨てずにすむように薬の数を調整してくれます。
「医療情報ネット（ナビイ）」を活用しましょう。
インターネットサイトから医療機関だけでなく、健康サポート薬局や認定薬局、在宅医療
への対応などいろいろな条件で薬局を探すことができます。

10月17日～ 10月23日は『薬と健康の週間』です

Instagram
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くらしのお知らせ子育て／健康


